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・ＳＯＭＰＯホールディングスのＩＲ担当、黒田でございます。 

 本日は、弊社電話会議にご参加いただき、ありがとうございます。 

・先ほど開示しました16年度決算および17年度通期業績予想につきまして、 

 ご説明させていただきます。 

・弊社ホームページにも、プレゼン資料およびエクセルファイルでデータ集を 

 掲載しておりますので、ご確認頂ければと思います。 

・それでは2ページをご覧ください。 
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・最初に2016年度決算のポイントです。 

・既に5月8日に業績予想の上方修正を開示したとおりの内容となっております。 

 連結経常利益は、248億円増益の2,417億円、 

 親会社株主に帰属する当期純利益は、68億円増益の1,664億円となり、 

 過去最高益となりました。 

・損保ジャパン日本興亜では、保険引受利益、資産運用粗利益とも増益となり、 

 ひまわり生命も、当初の業績予想に織り込んだ当期純利益を上回りました。 

 海外につきましても、トルコやアメリカを中心に計画を上回り、 

 全般に好調な決算となりました。 

・本日、併せて株主還元についても開示しておりますので、内容を補足いたします。 

 16年度期末配当を１株あたり10円増配、さらに、17年度の予想配当を 

 １株あたり20円増配し、4期連続増配を見込んでおります。 

 また、自己株式取得は、過去最大の562億円で枠を設定し、 

 結果として総還元性向は50％となっております。 

・4ページをご覧ください。 
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・連結決算の概況数値はこちらでご確認いただければと思います。 

・先ほど申し上げたとおり、損保ジャパン日本興亜の収支改善を主因に、 

 連結経常利益および連結純利益とも増益です。 

 主な要因は、次のページ以降でご説明します。 

・5ページをご覧ください。 
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・保険引受利益の状況です。 

・国内自然災害の発生が減少したことなどにより、火災保険の保険引受利益が 

 改善したことを主因として、保険引受利益は、341億円増益の1,124億円となりました。 

・6ページをご覧ください。 
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 ・連結経常利益です。 

・保険引受利益の改善に加え、計画を上回る政策株式の削減や、 

 良好な金融市況を背景とした資産運用オペレーションの結果、利配収入が 

 増加したことなどにより、連結経常利益は、248億円増益の2,417億円となりました。 

・連結純利益の推移については、7ページに掲載したとおりです。 

・8ページをご覧ください。 
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・2017年度通期業績予想の概況です。 

・始まった期も増収・増益を見込んでおります。 

 ご覧のとおり、増益の主因は、海外グループ会社での利益拡大であり、 

 これは、エンデュランスの利益貢献によるものです。 

 グループ全体の連結経常利益は、172億円増益して2,590億円、 

 連結純利益は、165億円増益して1,830億円を見込みます。 

 なお、介護のグループ会社も、49億円増益して、当期純利益20億円と 

 黒字化の想定です。 

・9ページをご覧ください。 
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・通期業績予想のポイントをお示しします。 

・数値は確認いただいたとおりですが、損保ジャパン日本興亜では、 

 主に事業費率の貢献により、コンバインド・レシオが引き続き改善する見込みです。 

 政策株式は、1,000億円前後の削減を織り込みました。 

 ひまわり生命は、ビジネスが順調な一方で、ご存知のとおり、 

 この4月に標準予定利率の改定がありましたが、 

 医療保険など主力商品で改定を見送りましたので、 

 責任準備金負担が約30億円増加した影響を見ています。 

 介護分野では、引き続き内部管理態勢強化あるいはその定着化に 

 取り組んでいますが、主要なＫＰＩである入居率が改善トレンドとなり、 

 17年度は黒字化を見込みました。海外では、エンデュランスがフルイヤーで 

 利益貢献してきますが、修正利益には393億円の寄与、 

 また、Ｊ－ＧＡＡＰベースの利益、つまり連結純利益に対しては、 

 のれん負担などを考慮し、 209億円の貢献を見込んでいます。 

・10ページをご覧ください。 
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・ご参考まで、業績予想における連結経常利益のブレークダウンをお示しします。 

・損保ジャパン日本興亜については、保険引受利益、資産運用粗利益とも 

 概ね横ばいの水準を想定しており、 

 海外と介護セグメントにおける増益が寄与する構図をご確認いただけると思います。 

 なお、エンデュランス関連の償却負担ですが、メインののれんは10年での償却とし、 

 他の無形固定資産については、適切な償却期間を設定しました。 

 結果として、17年度の償却負担額を184億円で見込んでいます。 

・11ページをご覧ください。 
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・昨年からお示ししております、過去の四半期ごと利益進捗率です。 

 昨年度もそれまでの傾向同様に、中間期まで進捗が遅い傾向がありましたので、 

 ご参考いただければと思います。 

・12ページをご覧ください。 
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・株主還元の原資となる修正連結利益、および修正連結ＲＯＥを参考表記しました。  

 ともに順調に拡大したと認識しております。 

 なお、中期経営計画の進捗など、経営戦略につきましては、来週開催予定の 

 ＩＲミーティングにおいて、弊社のＣＥＯ、ＣＦＯよりご説明させていただきます。 

・それでは、各事業ごとに補足します。14ページをご覧ください。 
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・損保ジャパン日本興亜の決算概況はこちらでご確認ください。 

 それぞれの項目について、次のページ以降でご説明いたします。 

・15ページをご覧ください。 
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・正味収入保険料ですが、 

 火災保険での駆け込み需要の反動により、2016年度は減収となりましたが、 

 2017年度は、自動車保険や新種保険などを中心に398億円の増収を 

 見込んでいます。 

・ここのところ、自動車保険の特にノンフリート契約で台数減が続いていましたが、 

 今年1月の商品改定により、新車あるいは複数台所有者の割引を拡充した効果 

 もあり、台数増加トレンドに反転しました。 

 毎月営業速報を開示していますが、4月も好調なトレンドとなっております。 

・16ページをご覧ください。 
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・リトン・ペイド損害率です。 

 2016年度は1.3ポイント低下、2017年度は保守的に＋0.1％を見込みますが、 

 引き続き60％を下回る良好な水準で推移する見込みです。 

・17ページをご覧ください。 
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・アーンド・インカードベースの損害率です。 

 2016年度は、国内自然災害の減少などを主因に2.1ポイント改善しました。 

 2017年度は、主力の自動車保険で損害率想定を高めに設定している 

 ロードアシスタンス特約の発生損害増加を一定織り込んだことなどにより、 

 ＋0.5％を見込みましたが、いずれにしても60％程度の良好な水準での 

 推移となります。 

・18ページをご覧ください。 
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・事業費率です。 

・将来、全体の事業費率を、2ポイント程度改善させるべく、 

 ＩＴ中心とした先行投資を計画どおり実施しました。 

 先行投資の実額は、2016年度147億円、2017年度は約100億円を見込んでいます。 

 既存の人件費・物件費については、適切にコントロールできておりますので、 

 先行投資を除いたベースでの2016年度事業費率は、0.3ポイント改善、 

 2017年度も、同じく0.3ポイント程度改善する見込みとしています。 

・19ページをご覧ください。  
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・損害率および事業費率を足したコンバインド・レシオですが、 

 終わった期、始まった期とも改善し、93％程度を見込んでいます。 

・20ページをご覧ください。 
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・資産運用粗利益です。 

・2016年度は、金融市場の環境を捉え、 

 主に海外もののファンド解約などの効果によって、利配収入が上ぶれしました。 

 政策株式削減は、計画を上回る1,042億円を達成し、前期の757億円から大きく 

 加速したこともあり、資産運用粗利益は、238億円増益の1,323億円となりました。 

 利配収入、売却損益、評価損益の詳細は、次のページにお示ししました。 

・2017年度ですが、 

 引き続き、政策株式削減は1,000億円前後を計画しています。 

 一方で、前述のファンド解約益等の抜けなどを見込むため、資産運用粗利益は、 

 概ね前年同水準の1,286億円を見込みます。 

 なお、今期から利益貢献するエンデュランス社からの配当として161億円を 

 ガイダンスに織り込んでいます。これは連結決算上は消去されるアイテムとなります。 

・22ページをご覧ください。 
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・損保ジャパン日本興亜の業績予想の詳細は、こちらのページで 

 ご確認いただければと思います。 

 また、次の23ページに当該予想の前提を、 

 24ページに自動車保険関係のデータを掲載していますので併せてご覧ください。 

・25ページをご覧ください。 
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・国内自然災害の状況です。 

・2016年度は558億円の発生損害となりました。 

 通常の自然災害予算430億円との比較では、 

 熊本地震の79億円、および2017年に入って山陰などで降りました雪の影響が 

 通常の年の雪害額と比べると、少し上ぶれていたことが要因です。 

・2017年度の自然災害予算は、430億円で見込んでいます。 

・27ページをご覧ください。 
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・ひまわり生命の業績概況です。 

 保有契約は順調に拡大し、保険料等収入が増収する傾向に変わりありません。 

・2016年度の当期純利益は、当初計画であった65億円を上回る83億円となりました。 

 前年からは減益しましたが、これは将来の成長に向けた47億円の先行投資を 

 計画どおり実行したことによります。   

・2017年度は、先ほど申し上げた標準予定利率改定に伴う責任準備金負担の 

 影響などを見たガイダンスになっています。 

 なお、準備金にかかるアイテムですので、修正利益への影響はありません。 

・当期純利益の増減要因は28ページで、修正利益の状況は29ページで 

 ご確認ください。 

・30ページをご覧ください。 
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・年度末のみ、 公式に開示しております、ひまわり生命のＭＣＥＶの推移を 

 ご参考までお示しします。 

・2016年度末のＭＣＥＶは、 

 契約の積み上がりを背景に756億円増加し、8,434億円となりました。 

 着実に経済価値ベースでの企業価値を高めている結果となっています。 

・32ページをご覧ください。 
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・介護・ヘルスケア事業の業績概況です。 

・介護事業では、計画どおり一定のコストをかけつつ、内部管理態勢を強化、 

 加えて、営業に時間もかけられるようになったこともあり、 

 入居率が改善するなど、収益力も強化されつつあります。 

・2016年度は、アセットマネジメントなど戦略事業を含めたセクター全体で 

 7億円の赤字となりましたが、介護事業の入居者数増加トレンドを織り込み、 

 2017年度は、このセクター全体の利益は、41億円増益して、 

 34億円と黒字化を達成する見込みです。 

 なお、入居者数・入居率のトレンドを33ページに参考掲載しました。 

・35ページをご覧ください。 
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・海外保険事業の業績概況です。 

・2016年度の収入保険料は、順調に拡大して＋574億円増収、 

 当期純利益は、 ＋6億円増益して199億円となりました。 

 もともとの予想は、当期純利益150億円でしたが、円安影響に加え、 

 アメリカやトルコで利益が上振れたこともあり、これを約50億円 

 上回る結果となりました。 

・2017年度は、ご案内のとおり、エンデュランスの連結貢献により、 

 大幅な増収・増益となります。 

 同社では、保険料で約3,098億円、利益貢献393億円を見込みました。 

・なお、エンデュランスの修正利益指標は、彼らも公表している 

 一過性の有価証券評価損益などを控除し、より定常的な利益水準を表した 

 「Operating Income」としました。 

・36ページをご覧ください。 
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・地域別の業績です。 

・トルコのSJシゴルタが極めて好調ですが、強制自動車保険および付随した 

 任意の自動車保険の販売が大幅に拡大しており、 

 相まって、運用資産増加による運用益の増益も寄与しました。 

・2017年度は、エンデュランスの連結により、北米での伸びが顕著になります。 

・次の37ページに会社別業績をお示しし、 

 エンデュランスについては38ページに、補足情報も掲載していますので、 

 のちほどご確認ください。 

・40ページをご覧ください。 
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・今回から、グローバルでの比較可能性を高めるために、ソルベンシーⅡに 

 準拠したＥＳＲを本格開示します。リスクを99.5％VaRで測定したものになります。 

 この基準での、ターゲットレンジは概ね180～250％としておりますが、 

 直近のＥＳＲは215％であり、まったく問題ない水準です。 

 また、感応度もお示ししましたが、一定コントロールできている認識です。 

・なお、41ページには従来の99.95％VaRによるＥＳＲを、 

 42ページに実質自己資本とリスク量のブレークダウンを掲載しましたので、 

 後ほどご確認ください。 

・43ページをご覧ください。 
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・最後にグループベースの資産ポートフォリオをお示しします。 

 特筆するような大きな動きはありません。 

 運用方針も政策株式の継続削減、国内低金利環境を背景に、 

 リスク増加に十分留意しながら、外国債券などでリターンを確保していく 

 という方向性に変更はありません。 

・44ページに損保ジャパン日本興亜、 

 45ページにひまわり生命のポートフォリオを掲載しております。 

・以上で説明を終了させていただきます。 
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